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プレゼン講座Ⅰでできるようになること 

富士山をテーマとした課題研究の研究課題につい

て、他者に分かりやすく説明することができる。与

えられたデータの特徴を、ヒストグラムや箱ひげ図

などで表現することができる。 

 

プレゼン講座Ⅰで学ぶこと 

研究課題のプレゼンテーション（プレゼン）をとお

して、他者に分かりやすく説明する方法を学び、ル

ーブリックの作成をとおして、他者のプレゼンを評

価する方法を学ぶ。図や表の表し方、ヒストグラム

や箱ひげ図の作成方法を学ぶ。 
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プレゼン講座Ⅰ① 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 

１ 表の表し方 

富士未来学Ⅰでは、富士山をテーマとした課題研究を行います。データ分析講座Ⅰで学ん
だように、調査により得たデータを使って、自分が相手に伝えたいことの根拠とします。本

講座では、表や図、グラフの表し方と作成の仕方を学びます。論文に掲載されている表を参
考に、一般的に表を作成する際に気をつけることについて確認します。 

 

 表１ ロコモチェックテスト 5項目（できない人数） 

  両腕拳上

〔人〕 

手首運動

〔人〕 

しゃがみ込み

〔人〕 

体前屈

〔人〕 

片脚立ち

〔人〕 

男子 N＝146 1 2 7 54 1 

女子 N＝141 1 3 5 38 2 

全体 N＝287 2 (0.7%) 5 (1.7%) 12 (4.2%) 92 (47%) 3 (1%) 

明渡ら（2019）より 
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４と５において、ヒストグラ

ムを２種類作成し、さらに、

箱ひげ図を作成している。 

４と５において、ヒストグラ

ムを２種類作成しているが、

箱ひげ図を作成していない。 

４と５において、ヒストグラ

ムや箱ひげ図を作成していな

い。 

  

理
数
的
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課
題
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断 
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・
判
断
・
表
現 

７
の
記
述 

７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定し、そ

の理由を記述している。 

７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

るが、その理由を記述してい

ない。 

７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

ない。 

  

データを処理した値は最後の行におきます。平均や 

割合などの計算した数値も最後の行におきます。 

比較したい項目は並べて 

比較しやすいようにします。 

項目の単位〔  〕

を書きます。 

表の上に表のタイトルをおきます。正確に表

の内容がタイトルからわかるようにします。 

表には通し番号をつけます。 
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２ 図やグラフの表し方 

 図やグラフは、最小限のスペースでデータの傾向を視覚的に把握できるようになります。

図やグラフと表のどちらで示すかは、データの種類や複雑さ、伝えたい情報によって決めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 データ分析講座Ⅰで、度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図を学びました。これらの表や
図、グラフを用いることで、研究の結果や主張したいことを、視覚的に分かりやすく説明で
きるようになります。 
 度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図を再度確認し、表や図、グラフの作成を体験してみ
ましょう。 
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図１ 銅の質量と酸化銅の質量の関係 

横軸（X 軸）は変化させた量、

すなわち独立変数で、処理を行

った項目とします。単位〔 〕

をつけるようにします。 

縦軸（Y 軸）は

変化した量、

すなわち従属

変数で、処理

を行った結果

となる項目と

します。単位

〔 〕をつけ

るようにしま

す。 

 

図には通し番号をつけます。 

ラベルは縦書きの場合もありますし、 

この例のように横書きもあります。 
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３ 度数分布表 

次のデータは、ある中学１学年１００人分のハンドボール投げの記録です。単位は〔m〕
です。 

 
上のデータを用いて、度数分布表（データをある幅ごとに区切ってその中に含まれるデー

タの個数を表にしたもの）を作成すると表２のようになります。ここで、階級、階級の幅、
階級値、度数、累積度数、相対度数について言葉の意味を確認します。 
（１）階級 

データの区間のことで、区間の幅を階級の幅といいます。表２の階級の幅は３です。 
（２）階級値 

階級の中央の値のことです。度数の一番大きい階級の階級値を最頻値とします。 
（３）度数 

階級に含まれるデータの個数のことです。累積度数は、度数を累積したものです。 
（４）相対度数 

各階級の度数が、全体の中でどれだけの割合にあたるかを示す値のことです。 
 

表２ 度数分布表 

階級〔m〕 階級値 度数〔人〕 累積度数 相対度数 累積相対度数 

以上～未満 
６～ ９ 

 ９～１２ 

１２～１５ 
１５～１８ 
１８～２１ 
２１～２４ 
２４～２７ 
２７～３０ 
３０～３３ 

 
 ７.５ 
１０.５ 

１３.５ 
１６.５ 
１９.５ 
２２.５ 
２５.５ 
２８.５ 
３１.５ 

 
 ０ 
 ３ 

１３ 
１６ 
２５ 
２１ 
１７ 
 ５ 
 ０ 

 
  ０ 
  ３ 

 １６ 
 ３２ 
 ５７ 
 ７８ 
 ９５ 
１００ 
１００ 

 
０.００ 
０.０３ 

０.１３ 
０.１６ 
０.２５ 
０.２１ 
０.１７ 
０.０５ 
０.００ 

 
０.００ 
０.０３ 

０.１６ 
０.３２ 
０.５７ 
０.７８ 
０.９５ 
１.００ 
１.００ 

合計  １００  １.００  

 
度数分布表を作成することで、データの分布が分かりやすくなります。階級を変えると度

数分布表が変わることに注意が必要です。  

１６ １２ ２７ １８ １８ ２３ ２２ ２４ １５ １３ 
２６ １２ ２４ ２４ １５ １０ １８ １５ １８ １８ 
１８ １８ １５ １６ ２１ １１ １２ ２０ ２６ ２７ 
１６ ２０ ２５ ２１ １８ １８ ２３ １６ １８ ２４ 
１６ １８ １４ １８ １４ １４ １８ １５ １４ １８ 
２３ ２３ ２３ １４ １４ ２１ ２１ ２７ ２５ ２３ 

２０ ２２ ２７ １８ １８ １４ １８ １８ ２７ ２４ 
１５ ２５ １５ ２４ ２３ ２１ ２５ ２５ １５ １６ 
２４ １１ ２５ ２３ １３ １３ ２０ １５ ２０ ２６ 
１８ ２０ ２５ ２２ ２３ ２３ ２１ ２２ １６ ２２ 
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４ ヒストグラムの作成 

度数分布表をグラフで表したものをヒストグラムといいます。表２の度数分布表をヒスト
グラムで表してみます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

図２ ヒストグラム１ 
 

 同じデータでも、図３のようなヒストグラムもあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図３ ヒストグラム２ 

 

①図２のようなヒストグラムを、表計算ソフトを用いて作成しましょう。 

②図３のようなヒストグラムを、表計算ソフトを用いて作成しましょう。 
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５ 箱ひげ図の作成 

次のデータは、ある中学１学年１００人分のハンドボール投げの記録です。単位は〔m〕
です。 

 
上のデータを用いて箱ひげ図を作成すると、図４のようになります。箱の部分とひげの部

分に分かれています。箱の長さが四分位範囲を表しています。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 箱ひげ図 

 
 箱ひげ図は、ヒストグラムのように分布の詳細を表現することはできませんが、数値だけ
では判断しづらかった代表値を具体的に示すことができます。 
 

 
 

  

１６ １２ ２７ １８ １８ ２３ ２２ ２４ １５ １３ 
２６ １２ ２４ ２４ １５ １０ １８ １５ １８ １８ 
１８ １８ １５ １６ ２１ １１ １２ ２０ ２６ ２７ 
１６ ２０ ２５ ２１ １８ １８ ２３ １６ １８ ２４ 
１６ １８ １４ １８ １４ １４ １８ １５ １４ １８ 
２３ ２３ ２３ １４ １４ ２１ ２１ ２７ ２５ ２３ 

２０ ２２ ２７ １８ １８ １４ １８ １８ ２７ ２４ 
１５ ２５ １５ ２４ ２３ ２１ ２５ ２５ １５ １６ 
２４ １１ ２５ ２３ １３ １３ ２０ １５ ２０ ２６ 
１８ ２０ ２５ ２２ ２３ ２３ ２１ ２２ １６ ２２ 

図４のような箱ひげ図を、表計算ソフトを用いて作成しましょう。 

第１四分位数 

第２四分位数 

中央値 

第３四分位数 

平均値 

最大値 

最小値 
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６ 課題研究のテーマは富士山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ ポスターのレイアウト例 
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７ 研究課題の設定 

富士山に関して、各自の興味・関心のある領域での課題研究を行います。マインドマップ
で自己と向き合い、思考を整理することで、研究したい領域を探る方法を学びました。デー
タ分析講座Ⅰで学習した統計学の基礎的な内容を活用して、数値を根拠として自分の主張を
行います。自分の考えが客観的に捉えられるかという視点を裏付けるのは、調査の質と量が
大きく影響します。 
課題発見講座Ⅰの１１ページから１８ページを活用して、研究課題を設定します。プレゼ

ン講座Ⅰでは、設定した研究課題について調査し、資料を作成し、グループ内でプレゼンテ
ーション（プレゼン）をします。 
 

①富士山をテーマとした研究課題を設定してみましょう。 

今、思いつくもので構いません。自由に設定させてください。 

 

②①の研究課題を設定した理由を書きましょう。 

 

 

 
８ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

 (1) 東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究

開発実施計画書【開発型・実践型】』 
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４と５において、ヒストグラ

ムを２種類作成し、さらに、

箱ひげ図を作成している。 

４と５において、ヒストグラ

ムを２種類作成しているが、

箱ひげ図を作成していない。 

４と５において、ヒストグラ

ムや箱ひげ図を作成していな

い。 
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７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定し、そ

の理由を記述している。 

７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

るが、その理由を記述してい

ない。 

７において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

ない。 
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プレゼン講座Ⅰ② 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 

９ プレゼン資料の作成への準備 

プレゼン講座Ⅰでは、「研究課題を設定した理由」について、お互いにプレゼンテーショ
ン（プレゼン）をし、相互評価します。富士未来学Ⅰの研究課題のテーマは、富士山です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 研究課題と設定した理由 
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１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を基にして、プレゼンテーシ

ョンソフトを利用して、プレ

ゼン資料を作成している。 

１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を作成しているが、プレゼン

テーションソフトを利用し

て、プレゼン資料を作成して

ない。 

１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を作成していない。 
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９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定し、そ

の理由を記述している。 

９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

るが、その理由を記述してい

ない。 

９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

ない。 
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①富士山をテーマとした研究課題を設定してみましょう。（スライド１） 

前回考えた研究課題でなくても構いません。自由に設定させてください。 

 

②①で設定した研究課題について、記述しましょう。（スライド２以降） 

興味・関心をもったのはなぜか。 

 

 

 

 

 

何を調査したいのか。 

 

 

 

 

調査したことから、相手に何を伝えたいのか。 
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１０ プレゼン資料の作成 

２分間のプレゼンのための資料を作成します。プレゼンのテーマは、「研究課題を設定し
た理由」とします。調査したことを基に、大まかな構成を考えます。スライドの１枚目は、
研究課題と所属や氏名などを載せます。スライドの２枚目以降に、課題設定の理由、調査の
目的、主張したいことを載せ、最後のスライドは参考文献を載せます。下書き後、プレゼン
テーションソフトを利用してプレゼン資料を作成しましょう。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○ 

 

 

東京都立富士高等学校附属中学校 

１年  組  番 ○○ ○○ 

興味・関心をもったのはなぜか（課題設定の理由） 

何を調査したいのか（調査の目的） 
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１１ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

 (1) 東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究

開発実施計画書【開発型・実践型】』 

下書き後、プレゼンテーションソフトを用いて、プレゼン資料を作成しましょう。 
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プ
レ
ゼ
ン
資
料 

１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を基にして、プレゼンテーシ

ョンソフトを利用して、プレ

ゼン資料を作成している。 

１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を作成しているが、プレゼン

テーションソフトを利用し

て、プレゼン資料を作成して

ない。 

１０において、研究課題を設

定した理由について、下書き

を作成していない。 

  

理
数
的
発
見
力 

課
題
判
断 

思
考
・
判
断
・
表
現 

９
の
記
述 

９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定し、そ

の理由を記述している。 

９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

るが、その理由を記述してい

ない。 

９において、富士山をテーマ

とした研究課題を設定してい

ない。 

  

相手に何を伝えたいのか（主張したいこと） 

参考文献 
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プレゼン講座Ⅰ③ 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 

１２ プレゼンテーション（プレゼン） 

１０で作成したプレゼン資料を基に、２分間のプレゼンを行います。司会とタイムキーパ
ーは発表者以外で行ってください。 

 
表３ プレゼン進行表（１回６分程度） 

時間（分） 活動内容 発表者 質問者 

1 準備 
机を班の形にし、挨拶をする。３人のグループを作り、司会とタイムキー

パーを発表者以外が行う。 

司会 「２分間のプレゼンをしてください。」 

2 プレゼン 
２分間でプレゼンを行う。 プレゼンで、１３の①に、気になる

点や質問したいことをメモする。 

司会 「質疑応答です。」 

2 
質疑応答 

感想 

質問には、分かる範囲で答える。

「ご質問ありがとうございます。

…」 

所属と氏名、謝辞を述べてから、質

問する。 

「東京都立富士高等学校附属中学校

１年○組△△です。本日の発表は、

とても参考になる内容で興味をもち

ました。（など、相手の研究に敬意

を表明する言葉を述べます。）□

点、質問があります。…」 

プレゼンの感想や改善点を伝える。 

司会 「質疑応答です。」 

1 まとめ 
１３の②に、質疑応答の内容を書き

ましょう。 

次の発表者は、プレゼンの準備をす

る。 

司会 「それでは、次の方のプレゼンです。」 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

１
３
③
の
記
述 

１３の③において、質疑応答

や感想を踏まえて、今後の自

己の調査の展望を記述してい

る。 

１３の③において、今後の自

己の調査の展望を記述してい

るが、質疑応答や感想を踏ま

えていない。 

１３の③において、今後の自

己の調査の展望を記述してい

ない。 

  

理
数
的
解
決
力 

結
論
伝
達 

思
考
・
判
断
・
表
現 

１
４
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックを、作

成している。 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックの、ど

ちらか一方を作成している。 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックを、ど

ちらも作成していない。 
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１３ 研究課題発表の記録 

 

 

①プレゼンを聴いて、気になる点や質問したいことを書きましょう。 

             さん 

 

 

             さん 

 

 

             さん 

 

 

②質疑応答や感想の内容を書きましょう。（自己の「研究課題」の改善に活用します。） 

相手の発表に興味・関心をもって聴くことが、相手の研究への敬意の表明であり、発表を聴きながら既に何が 

問題かを意識して、質問を考えるようにすることが大事です。質問では、批判の姿勢ではなく、研究内容に対 

して前向きに、そして研究が深まり、改善の方向へ向かうような示唆を含んだものにします。ただ、研究とし 

て問題がある場合、例えば、研究倫理に触れるような場合は、率直に意見を述べることも必要です。 

 

③②を踏まえて、今後の調査についての展望を記述しましょう。 

研究者が気付いていない視点を提示することで、研究者の課題発見につながることもあります。 
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１４ プレゼン用ルーブリックの作成 

複数の発表を聴いて、どのようなプレゼンが分かりやすく主張が伝わり、説得力があると
感じたでしょうか。ここで、プレゼンを評価するために、スライドについてのルーブリック
と発表についてのルーブリックを作成し、自己評価しましょう。 

 

 

 

①スライドについてのルーブリックを、各自で作成しましょう。 

評価項目 
高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自

己
評
価 

Ａ Ｂ Ｃ 

スライドの文章の
見やすさ 

文章の量や一文の長さ

が適切で、一目で内容

が分かるようになって

おり、大切な部分が強

調されている。 

文章の量や一文の長さ

が適切で、一目で内容

が分かるようになって

いるが、大切な部分が

強調されていない。 

文章の量や一文の長さ

が適切ではなく、一目

では内容が分かりづら

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スライドについてのルーブリックを、グループで１つ作成しましょう。 

評価項目 
高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自

己
評
価 

Ａ Ｂ Ｃ 
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自分のことを客観的に評価することは難しいです。ルーブリックをつくる活動で、他者の視点も知り、メタ認知しながら

自己を客観視し、自己調整する力を身に付けていきます。ルーブリックの答えは１つではありません。 

③発表についてのルーブリックを、各自で作成しましょう。 

評価項目 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

Ａ Ｂ Ｃ 

論理的な説明とな
っているか 

根拠が明確であった

り、説明の順序が適切

であったりするなど、

全体的に論理の飛躍が

なく、分かりやすい説

明となっている。 

根拠がなかったり、説

明の順序が不適切であ

ったりするなど、一部

分かりづらい説明があ

る。 

根拠がなかったり、説

明の順序が不適切であ

ったりするなど、全体

的に分かりづらい説明

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④発表についてのルーブリックを、グループで１つ作成しましょう。 

評価項目 
高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自

己
評
価 

Ａ Ｂ Ｃ 
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１５ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

 (1) 東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究

開発実施計画書【開発型・実践型】』 

 

 
 富士未来学Ⅰでは、富士山をテーマとした研究課題について、ポスター発表します。プレ
ゼン講座Ⅰでは、研究課題の設定と設定した理由について考えました。この時に設定した研
究課題のまま調査を進めたり、改めて研究課題を変更したりすることは自由です。 
また、データ分析講座で学習した、表や図、グラフの表し方を活用して、根拠を数値など

で表現する方法も学びました。今回のプレゼンには生かすことができなかったかもしれませ
んが、主張したいことの根拠として、ポスター発表では必ず表や図を活用してください。 

 
 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

１
３
③
の
記
述 

１３の③において、質疑応答

や感想を踏まえて、今後の自

己の調査の展望を記述してい

る。 

１３の③において、今後の自

己の調査の展望を記述してい

るが、質疑応答や感想を踏ま

えていない。 

１３の③において、今後の自

己の調査の展望を記述してい

ない。 

  

理
数
的
解
決
力 

結
論
伝
達 

思
考
・
判
断
・
表
現 

１
４
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックを、作

成している。 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックの、ど

ちらか一方を作成している。 

１４において、スライドにつ

いてのルーブリックと発表に

ついてのルーブリックを、ど

ちらも作成していない。 

  


